
１ 調査の概要

（１）調査の目的
① 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、県内各地域における児 
 童生徒の学力及び学習状況をきめ細かく把握・分析することにより、教育及び教
 育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。
② 各市町村（学校組合）教育委員会（以下「市町村教育委員会」という。）及び
 学校が、自らの教育及び教育施策の成果と課題を把握し、児童生徒の学習指導の
 改善・支援の充実を図るとともに、継続的な検証改善サイクルの維持・向上を支
 援する。
③ 児童生徒一人一人が、自らの伸びや課題を把握し、学びを調整しながら主体
 的・自律的に学びに向かうことができるよう支援する。

 （２）調査対象の学年（指定都市を除く。）
 県内（指定都市を除く。）の公立小・中・義務教育学校、中等教育学校及び特別

 支援学校の次に掲げる学年の全ての児童生徒を対象とする。
   ① 小学校調査

 小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部の第５学年
   ② 中学校調査

中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部
の第１、２学年

 （３）調査内容
① 教科に関する調査
ア 小学校調査

 第５学年 ・・・ 国語及び算数
イ 中学校調査

 第１学年 ・・・ 国語及び数学
 第２学年 ・・・ 国語、数学及び英語
ウ 出題範囲は調査対象学年の前学年までの指導事項（中学校調査第１学年にお

 いては小学校までの指導事項）とする。
② 質問調査

 学びに向かう力、人間性等に関する事項等
③ 学校及び市町村教育委員会に対する質問調査

 学校及び市町村教育委員会における教育活動等に関する事項
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知識及び技能
思考力、判断力、表現力等



（４）調査実施方式
 教科に関する調査は、「IRT（Item Response Theory）」（項目反応理論）による
調査を実施する。また、教科に関する調査、児童生徒質問調査及び学校及び市町村教
育委員会に対する質問調査のいずれも、児童生徒が活用するICT 端末等を用いて、市
町村教育委員会が導入している学習eポータルを使用し、文部科学省CBTシステム
（MEXCBT）によるオンライン方式（CBT）で実施する。

 （５）調査実施日
 令和７年５月１９日（月）から６月１３日（金）までの期間中、県教育委員会が指
定した日

 （６）調査実施学校・児童生徒数

   ① 小学校

  ② 中学校

※ 学校数は、分校を含む。

 （７）調査問題の内容

 ① 領域別の設問数

国語 算数・数学 英語

言葉の
特徴や
使い方

情報の
扱い方、
我が国
の言語
文化

読む
こと

図形
聞く
こと

読む
こと

書く
こと

小学校
第５学年

4問 6問 8問 8問 6問 4問

中学校
第１学年

4問 4問 8問 8問 5問

中学校
第２学年

7問 4問 7問 8問 7問 7問 2問 9問

小5、中1:
数と計算

中2:数と式

話すこと・
聞くこと、
書くこと

話すこと
［発表、
やり取り］
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学年 
学校数（校） 児童数（人） 

国語 算数 国語 算数 

第５学年 417 417 22,760 22,743 

 

学年 
学校数（校） 生徒数（人） 

国語 数学 英語 国語 数学 英語 

第１学年 198 198  22,102 22,119  

第２学年 198 198 198 21,176 21,185 21,178 

 

小5、中１:
変化と関係

中２:関数

データの
活用

14問

11問 10問

10問

15問

14問 10問

13問

12問



 ② 評価の観点別の設問数

 ③ 解答形式別の設問数

（８）調査の設計
本調査は、問題１問ごとの特徴（難しさ等）と、受検者（児童生徒）の能力を区別し
て分析し、児童生徒の学力のスコアを推定する統計モデルで設計されている。なお、本
調査では、この学力のスコアのことを「学力のレベル」と称している。「学力のレベ
ル」は下の表のとおり36段階で示している。具体的には、各学年７つの段階、さらに
各段階ABCに３分割で表示している。学年ごとの調査問題は、その学年の「学力のレ
ベル」に相当する程度の難しさの問題を出題している。

学力のレベル対応表 

国語 算数・数学 英語

選択
式

短答
式

記述
式

選択
式

短答
式

記述
式

選択
式

短答
式

記述
式

小学校
第５学年

21問 8問 1問 19問 12問 1問

中学校
第１学年

21問 8問 １問 17問 15問 1問

中学校
第２学年

21問 9問 1問 18問 14問 1問 32問 3問 1問

国語 算数・数学 英語

知識・技能 思考・判断・表現 知識・技能 思考・判断・表現 知識・技能 思考・判断・表現

小学校
第5学年

16問 14問 18問 14問

中学校
第1学年

18問 12問 28問 5問

中学校
第2学年

20問 11問 19問 14問 23問 13問
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２ 調査結果の概要

 （１）県全体の学力のレベル

 （２）地区別の学力のレベル

学力のレベル 
特定の困難度がある問題をどれくらいの
割合で正答できるかをもとに、学習到達度
を一定の間隔で分割し、各学年７つの段階
（さらに各段階をABCに３分割）で表示した
もの。

福岡県の各学年のレベル（平均）    白が当該学年のレベルの範囲
レベル（３分割） 小4 小5 小6 中1 中2 中3

12-A
12-B
12-C
11-A
11-B
11-C
10-A
10-B
10-C
9-A
9-B
9-C
8-A

8-B 英語

8-C 国語

7-A 国語

7-B 数学

7-C

6-A 数学

6-B 国語

6-C
5-A

5-B 算数

5-C
4-A
4-B
4-C
3-A
3-B
3-C
2-A
2-B
2-C
1-A
1-B
1-C

レベル1

レベル12

レベル11

レベル10

レベル9

レベル8

レベル7

レベル6

レベル5

レベル4

レベル3

レベル2

福岡県全体

国　語 算　数 英　語

小学校第５学年 レベル（平均） 6-B 5-B

中学校第１学年 レベル（平均） 7-A 6-A

中学校第２学年 レベル（平均） 8-C 7-B 8-B

福岡県全体

① 福岡教育事務所 ② 北九州教育事務所

③ 北筑後教育事務所 ④ 南筑後教育事務所

⑤ 筑豊教育事務所 ⑥ 京築教育事務所
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（３）本調査問題における福岡県の特徴

小学校５年生

＜国語＞ 

＜算数＞ 

＜記号の意味＞
正答率が高い問題・・・◇ 正答率が低い問題・・・◆ 無解答率が最も高い問題・・・★

＜困難度レベルについて＞
困難度レベルとは、問題の難しさのことである。各学年７つの段階（さらに各段階をABC

に３分割）で表示しており、レベルの段階が高いほど難易度の高い（CよりB、BよりAが難し
い）問題であることを示す。

問題番号 出題の趣旨 正答率 無解答率
困難度

レベル

◇12
選択式

接続語の働きを理解する。 95.4 0.1 2-C

◇６
選択式

呼応の副詞を理解し、適切に使う。 94.5 0.0 2-B

◆18
（１）
選択式

考えとそれを支える理由の関係を理解する。 35.3 0.4 8-A

◆17
選択式

文章を書く上での文の構成を理解する。 15.7 0.6 8-A

★21
（３）
記述式

自分の意見を明確に書く。 35.4 23.2 7-A

問題番号 出題の趣旨 正答率 無解答率
困難度

レベル

◇２
（１）
選択式

十進法の位取り記数法について理解している。 90.0 0.3 3-C

◇１
（１）
短答式

繰り上がりのある小数の加法の計算をすることが
できる。

82.8 0.6 4-C

◆５
（１）
選択式

面積の単位について理解している。 13.5 1.6 8-A

◆★９
記述式

具体的な事象を伴って変わる２つの量に関連付け、
根拠を明確にして説明できる。

0.8 32.9 8-A
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中学校１年生

＜国語＞

 

＜数学＞ 

問題番号 出題の趣旨 正答率 無解答率
困難度

レベル

◇９
選択式

多義語について異なる意味を理解する。 92.9 0.1 5-B

◇５
短答式

熟語の構成・接頭語の意味を理解する。 86.4 2.8 6-A

◆11
短答式

文の構成を理解する。 33.8 1.5 9-A

◆15
選択式

発表原稿に合わせて資料を比較して選択し、並び替
える。

18.9 1.3 10-A

★20
（３）
記述式

根拠を明確にして、自分の意見を具体的に書く。 63.5 14.7 8-C

問題番号 出題の趣旨 正答率 無解答率
困難度

レベル

◇１
（８）
選択式

数量の関係を文字を用いて式に表すことができる。 89.1 0.4 4-C

◇１
（９）
選択式

比について理解している。 87.0 0.3 5-C

◆２
（２）
短答式

具体的な事柄について、分数と小数の計算ができる。 22.9 9.2 9-A

◆３
（１）
短答式

縮図を利用して、実際には測定しにくい長さを求め
ることができる。

21.5 12.6 9-B

★４
（６）
記述式

与えられた情報をもとに、データの読み取りを代表
値を用いて答えることができる。

38.3 27.6 8-B
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中学校２年生

＜国語＞ 

＜数学＞

 

＜英語＞

問題番号 出題の趣旨 正答率 無解答率
困難度

レベル

◇５
短答式

熟語の意味を理解し、適切に使う。 84.0 1.9 5-A

◇６
選択式

呼応の副詞を理解し、適切に使う。 83.7 0.1 6-B

◆16
短答式

慣用句の意味を理解し、適切に使う。 14.5 2.8 11-A

◆23
（１）
選択式

意見を支える根拠として適切なものを考える。 10.1 1.6 11-A

★23
（２）
記述式

適切に根拠を示しながら、自分の考えを明確にす
る。

73.4 10.4 7-C

問題番号 出題の趣旨 正答率 無解答率
困難度

レベル

◇２
（７）
選択式

多数回の試行によって得られる確率の意味を理解
している。

89.9 0.4 5-C

◇４
（２）
選択式

回転体がどのように構成されているかを理解して
いる。

85.0 0.9 5-B

◆５
記述式

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的
な表現を用いて説明することができる。

18.1 7.6 11-C

◆３
（８）
短答式

累積相対度数の意味を理解している。 15.1 16.6 11-C

★４
（７）
短答式

比例の関係にある２つの数量の関係を、式に表す
ことができる

31.4 20.8 9-A

問題番号 出題の趣旨 正答率 無解答率
困難度

レベル

◇１
（４）
選択式

情報を正確に聞き取ることができるかどうかをみ
る。

96.4 0.2 5-C

◇７
（５）
選択式

相手からの応答に対して適切に質問することがで
きるかどうかをみる。

88.5 0.2 6-C

◆10
選択式

日常的な話題について、話し手として伝えたい順
番や聞き手に分かりやすい展開や構成を考えてス
ピーチをすることができるかどうかをみる。

21.5 2.7 11-A

◆★８
短答式

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持
ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いて伝えた
り、相手からの質問に答えたりすることができる
かどうかをみる。

8.1 20.7 11-A

-Ⅶ-７-



（１） 児童生徒質問調査に関する調査結果
 本県において育成を目指す「資質・能力」である「学びに向かう力、人間性等」の４項目「学
びを調整する力」「粘り強く挑む力」「自己有用感・自己効力感」「協働する力」の状況について、
児童生徒質問調査結果を示す。

（１－１）学びを調整する力

学びに向かう力、
人間性等
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３ 質問調査に関する調査結果



（１－２）粘り強く挑む力
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（１－３） 自己肯定感・自己効力感
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（１－３）自己肯定感・自己効力感
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（１－４） 協働する力

「学びを調整する力」に関わる項目
○「小５(54)中１(61)中２(54)あなたの去年の国語（中２のみ数学）の授業では、次の
ようなことがどれくらいありましたか。話し合いや集めた資料から、自分の考え方が
変わったり、深まったりしたこと。」については、いずれの調査学年においても肯定
的回答が７割以上であった。

「粘り強く挑む力」に関わる項目
○「小５(19)中１(26)中２(19)将来の夢や目標をもっていますか」については、小学校
５年生では肯定的回答が８割以上であり、中学校１年生、２年生では約７割であった。

「自己有用感・自己効力感」に関わる項目
○「小５(40)中１(47)中２(40)学校の先生たちは自分のよいところを認めてくれました
か」については、いずれの調査学年においても肯定的回答が８割以上であった。

「協働する力」に関わる項目
○「小５(18)中１(25)中２(18)人の役に立つ人間になりたいと思いますか」については、
いずれの調査学年においても肯定的回答が８割以上であった。

（１－４）協働する力
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（２） 学校質問調査に関する調査結果
学びを調整する力の育成及び組織運営に関わる取組状況に係る学校質問調査結果と分析
したことを示す。
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PDCAサイクルの確立・教職員間での情報共有
○「小（４）中（３）児童生徒の学力について、現状把握と分析を行い、課題を把握し
ましたか」「小（９）中（８）学校の現状・分析・課題等について、教職員の間で話
し合う機会を設けましたか」については、肯定的回答をした学校が８割以上であった。

自分のよさを実感、将来の夢等を考えさせる活動の実施
○「小５（40）中１（47）中２（40）学校の先生たちは自分のよいところを認めてく
れましたか」「小５（19）中１（26）中２（19）将来の夢や目標を持っています
か」に関わる「小（25）中（24）児童生徒に対して、自分のよさや成長を実感させ
るような具体的な活動を行いましたか」「小（27）中（26）児童生徒に対して、将
来就きたい仕事や夢について考えさせるような具体的な活動を行いましたか」では、
肯定的回答をした学校が８割以上であった。



４ クロス分析

（１）児童生徒質問調査〔学びに向かう力、人間性等〕と教科に関する調査〔国語、算
数・数学、英語〕のクロス分析

児童生徒質問調査と教科に関する調査との関連性を検討するため、質問項目と各教
科の平均正答率とのクロス集計を行った。以下では、その結果を学年別にグラフ化す
ることで、質問に肯定的・否定的に回答している児童生徒が学力調査でどのような結
果を出しているのかを可視化し、そこで見られた傾向について考察を行った。
分析対象となる質問事項が９項目あることから、見るべきポイントを焦点化するた

めに次のような方針で進めた。

① 相関係数が0.2以上あるか。
② 相関は見られなくとも、肯定的な回答の児童生徒ほど、教科の正答率が高い傾向
にあるか。
③ 「最も肯定的な回答をした児童生徒の平均正答率」と、「最も否定的な回答をし
た児童生徒の平均正答率」の差が10ポイント程度見られるか。

2つの項目（例：「読書が好きか」と「国語の正答率」）の間に、どれくらい
関係があるかを-1から+1までの範囲の数値で表すもの。

+1に近い：一方が高いともう一方も高い（正の関係）
0に近い：ほとんど関係がない

-1に近い：一方が高いともう一方は低い（負の関係）

例えば、「読書が好きな児童ほど国語の正答率が高い」場合、相関係数は0.2
や0.3などプラスの値になる。
本報告書では、相関係数が0.2以上の場合、「相関が見られる」と捉える。
ただし、相関係数が高くても「どちらかが原因」という意味ではなく、あくま
で「一緒に変化しやすい」という意味にとどまることに注意する必要がある。
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知識及び技能
思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、
人間性等 ×

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.1776相関係数 0.2379 相関係数

67.5%
60.6% 59.1% 56.6%

51.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%
平

均

正

答

率

国語
1.とてもよく当てはまる
2.よく当てはまる
3.どちらかといえば、当てはまる
4.どちらかといえば、当てはまらない
5.全く当てはまらない

52.4% 47.9% 46.9% 45.4% 41.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%
平

均

正

答

率

算数
1.とてもよく当てはまる
2.よく当てはまる
3.どちらかといえば、当てはまる
4.どちらかといえば、当てはまらない
5.全く当てはまらない

方針① 

方針② 

方針③ 

相関係数とは



ここからのクロス集計分析では、「学びに向かう力、人間性等」と「知識及び技能」及
び「思考力、判断力、表現力等」の相関について考察する。
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主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

0.1111相関係数 0.067 相関係数

64.1% 62.0% 61.3% 60.6% 58.0%
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1.よく当てはまる 2.少し当てはまる

3.どちらともいえない 4.あまり当てはまらない

5.全く当てはまらない

52.0% 49.0% 47.6% 46.3% 44.0%
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5.全く当てはまらない

小学校５年

0.0934相関係数 0.027 相関係数

62.7% 60.7% 59.9% 62.5% 57.4%
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3.どちらともいえない 4.あまり当てはまらない

5.全く当てはまらない
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数学

1.よく当てはまる 2.少し当てはまる
3.どちらともいえない 4.あまり当てはまらない
5.全く当てはまらない

中学校１年

中学校２年
相関係数 0.1140.104相関係数 0.062 相関係数

55.3% 54.3% 52.4% 53.9% 49.5%
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3.どちらともいえない 4.あまり当てはまらない

5.全く当てはまらない
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英語
1.よく当てはまる 2.少し当てはまる

3.どちらともいえない 4.あまり当てはまらない

5.全く当てはまらない

53.6% 51.7% 48.2% 49.2% 44.5%
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1.よく当てはまる 2.少し当てはまる

3.どちらともいえない 4.あまり当てはまらない

5.全く当てはまらない

15.6%の差

本調査においては、文部科学省の結果分析に沿って、相関係数が0.2以上の場合に相
関がみられると捉え、赤字で示している。
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主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

小学校５年

中学校１年

中学校２年

0.1816相関係数 0.1538 相関係数

63.8% 60.2% 55.4% 55.6%
50.1%
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率

国語
1.よくあった
2.ときどきあった
3.どちらともいえない
4.あまりなかった
5.ほとんど、または全くなかった

55.8% 52.3%
45.5% 43.9%
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1.よくあった
2.ときどきあった
3.どちらともいえない
4.あまりなかった
5.ほとんど、または全くなかった

0.1576相関係数 0.1701 相関係数

65.3% 61.1% 56.7% 55.7% 51.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平

均

正

答

率

国語
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2.ときどきあった
3.どちらともいえない
4.あまりなかった
5.ほとんど、または全くなかった
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率

算数
1.よくあった
2.ときどきあった
3.どちらともいえない
4.あまりなかった
5.ほとんど、または全くなかった

相関係数 0.106 相関係数 0.157 相関係数 0.126
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1.よくあった
2.ときどきあった
3.どちらともいえない
4.あまりなかった
5.ほとんど、または全くなかった
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51.5% 54.1% 47.2%
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英語
1.よくあった
2.ときどきあった
3.どちらともいえない
4.あまりなかった
5.ほとんど、または全くなかった
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1.よくあった
2.ときどきあった
3.どちらともいえない
4.あまりなかった
5.ほとんど、または全くなかった

9.4%の差 13.9%の差 11.7%の差

自分の学習方法について考え工夫する児童生徒ほど、各教科の正答率がやや高い傾
向があった。
授業において、話し合いや集めた資料から、自分の考えが変わったり深まったりし
たことがよくあったと思う児童生徒ほど、各教科の正答率がやや高い傾向があった。
また、中学２年生において、選択肢１（最も肯定的）の生徒と選択肢５（最も否定
的）の生徒の正答率の差が大きい。
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家庭学習の状況

小学校５年

中学校１年

中学校２年

0.119相関係数0.079相関係数

61.1% 62.1% 62.3% 64.3% 64.7% 62.8% 57.5% 54.6%
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国語

1.５時間以上 2.４時間以上、５時間より少ない

3.3時間以上、４時間より少ない 4.２時間以上、３時間より少ない

5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない

50.6% 49.8% 50.5% 51.5% 51.0% 48.9% 44.5% 41.5%
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1.５時間以上 2.４時間以上、５時間より少ない

3.3時間以上、４時間より少ない 4.２時間以上、３時間より少ない

5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない

0.109相関係数相関係数 0.083
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3.3時間以上、４時間より少ない 4.２時間以上、３時間より少ない

5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない
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1.５時間以上 2.４時間以上、５時間より少ない

3.3時間以上、４時間より少ない 4.２時間以上、３時間より少ない

5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない

0.119相関係数0.079相関係数

61.1% 62.1% 62.3% 64.3% 64.7% 62.8% 57.5% 54.6%
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1.５時間以上 2.４時間以上、５時間より少ない

3.3時間以上、４時間より少ない 4.２時間以上、３時間より少ない

5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない
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3.3時間以上、４時間より少ない 4.２時間以上、３時間より少ない

5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない

相関係数 0.163相関係数 0.1200.083相関係数
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3.3時間以上、４時間より少ない 4.２時間以上、３時間より少ない

5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない
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5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない
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1.５時間以上 2.４時間以上、５時間より少ない

3.3時間以上、４時間より少ない 4.２時間以上、３時間より少ない

5.１時間以上、２時間より少ない 6.３０分以上、１時間より少ない

7.３０分より少ない 8.全くしない
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家庭学習の状況

小学校５年

中学校１年

中学校２年

0.117相関係数 0.076 相関係数
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5.１時間より少ない
6.全くしない
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10.7%の差

0.168相関係数 0.133 相関係数

65.9% 63.6% 63.3% 61.4% 58.3% 54.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%
平

均

正

答

率

国語
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない
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6.全くしない

11.8%の差
17.6%の差

相関係数 0.197 相関係数 0.222相関係数 0.161
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5.１時間より少ない
6.全くしない
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3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない
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10.8%の差 15.1%の差 17.0%の差

学校の授業以外での平日の１日当たりの勉強時間と、国語、算数・数学、英語の正
答率との間には大きな関連は見られなかったものの、全くしないと回答した児童生徒
は、他の回答をした児童生徒よりも正答率がやや低い傾向にあった。
上の学年ほど、休日の勉強時間と各教科の正答率に高い相関が見られた。



（２）児童生徒質問調査〔学びに向かう力、人間性等〕項目間のクロス分析
児童生徒質問調査項目間での関連性を検討するため、下の「質問項目のクロス分

析」に示す学習方略及び主体的・対話的で深い学びの実施と自己肯定感・自己効力感
及び家庭学習に関わる質問項目間のクロス集計を行った。

クロス分析の結果は、下の「クロス分析結果の棒グラフ」のように学年別にグラフ
化している。縦軸に学習方略又は主体的・対話的で深い学びの実施についての子供の
回答の平均を、横軸に自己肯定感・自己効力感又は家庭学習に関わる質問項目の回答
を取っている。横軸は、一番左の部分が最も肯定的である「１」を回答した児童生徒
の割合を表している。なお、相関係数が大きいとき、グラフは左に行くほど高くなる。
下の図「柔軟的方略」を例にすると、「自分には、よいところがある」について最

も肯定的な回答をした児童は「柔軟的方略」に係る質問の回答の平均が高い（3.80
（最大５））ことが分かる。
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質問項目間のクロス分析

0.281相関係数 0.267 相関係数 0.248相関係数

0.360相関係数 0.296 相関係数 0.264 相関係数
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主体的・対話的で深い学びの実施
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

学習方略①～⑤とのクロス分析結果 「主体的・対話的で深い
学びの実施」とのクロス
分析結果

クロス分析結果の棒グラフ

 

 

 

 

 

 

 

学習方略 

主体的・対話的で 

深い学びの実施 

自分には、よいところが 

あると思いますか 

学校の先生たちは自分の 

よいところを認めてくれましたか 

学校が休みの日に、１日当たり 
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学校の先生たちは自分の

よいところを認めてくれましたか

学校が休みの日に、１日当たり

どれくらいの時間、勉強をしますか



○学習方略
下表の質問項目一覧①に示すように、5つの学習方略がある。それぞれの方略に対
応する質問項目が４項目あるため、分析では4項目に対する子供の回答の平均（平均
スコア）をクロス分析に利用している。回答の選択肢は、「５よく当てはまる」「４
少し当てはまる」「３どちらともいえない」「２あまり当てはまらない」「１全く当
てはまらない」の５つ。

質問項目一覧①

○主体的・対話的で深い学びの実施
下表の質問項目一覧②に示すように、９項目あるため、分析では9項目に対する子

供の回答の平均（平均スコア）をクロス分析に利用している。回答の選択肢は、「５
よくあった」「４ときどきあった」「３どちらともいえない」「２あまりなかった、
「１ほとんど、または全くなかった」の５つ。

質問項目一覧②

（問：あなたの去年の国語※の授業では、次のようなことがどれくらいありましたか。）
※中２のみ数学
・授業の始めに、今日はどんな学習をするのかをつかんでから学習に取り組んだこと
・授業の終わりに、授業で学んだことを振り返り、自分がわかったことやわからなかった
ことを理解したこと
・わからないことなどを質問しやすい雰囲気で授業が行われたこと
・グループやペアで、話し合ったり、意見や考えを出し合ったりして課題を解決したこと
・課題の解決に向けて、話し合ったり交流したりしたことで、自分の考えをしっかりもて
るようになったこと
・話し合いや集めた資料から、自分の考え方が変わったり、深まったりしたこと
・授業を通して学んだ内容について、さらに詳しく知りたい、学びたいと思ったこと
・授業で学んだことが、以前に学習した知識とつながったこと
・授業で学んだことを、日常の生活に生かせると感じたこと

出典：「令和6年度 埼玉県学力・学習状況調査報告書」P83 https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/263999/r6_5shou.pdf
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○全ての学習方略と「自分には、よいところがあると思いますか」、「学校の先
生たちは自分のよいところを認めてくれましたか」との間に正の相関がみられ
た。
内的な自己評価が高いほど、また教員からの承認を感じているほど、学習効果
をより高めようとする意識も高い傾向があると考えられる。一方、外的な承認
が多いほど、行動的に努力し理解を深める傾向があると考えられる。

○全ての学習方略と休日の学習時間との間に正の相関が見られた。
休日の学習時間が長いほど、学習効果をより高めようとする意識も高い傾向が
あると考えられる。また教員からの承認を感じているほど、努力して学習する
姿勢や頭を働かせながら学習する態度が見られる傾向があると考えられる。

○「主体的・対話的で深い学びの実施」は「自分には、よいところがあると思い
ますか」、「学校の先生たちは自分のよいところを認めてくれましたか」、休
日の学習時間の3つの項目との間に正の相関が見られた。
学校での「自ら考え、対話し、理解を深める学び」が、自己評価や外的承認と
関連することや、休日の学習時間とも関係することが示唆された。

小学校５年

中学校１年

中学校２年

① 柔軟的方略 … 自分の状況に合わせて学習方法を柔軟に変更していく活動 
サ 勉強のやり方が、自分にあっているかどうかを考えながら勉強する  
イ 勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみる  
コ 勉強しているときに、やった内容を覚えているかどうかを確かめる  
セ 勉強する前に、これから何を勉強しなければならないかについて考える 
② プランニング方略 … 計画的に学習に取り組む活動 
ス 勉強するときは、最初に計画をたててからはじめる  
タ 勉強をしているときに、やっていることが正しくできているかどうかを確かめる  
チ 勉強するときは、自分で決めた計画に沿って行う 
ク 勉強しているとき、たまに止まって、一度やったところを見なおす 
③ 作業方略 … ノートに書く、声に出すといった、「作業」を中心に学習を進める活動 
ア 勉強するときは、参考書や事典などがすぐ使えるように準備しておく  
ソ 勉強する前に、勉強に必要な本などを用意してから勉強するようにしている  
シ 勉強していて大切だと思ったところは、言われなくてもノートにまとめる  
ト 勉強で大切なところは、繰り返して書いたりしておぼえる 
④ 認知的方略 … より自分の理解度を深めるような学習活動 
ケ 勉強するときは、内容を頭に思い浮かべながら考える  
テ 勉強をするときは、内容を自分の知っている言葉で理解するようにする  
ウ 勉強していてわからないことがあったら、先生にきく  
キ 新しいことを勉強するとき、今までに勉強したことと関係があるかどうかを考えな
がら勉強する 

⑤ 努力調整方略 … 「苦手」などの感情をコントロールして学習への意欲を高める活動 
オ 学校の勉強をしているとき、とてもめんどうでつまらないと思うことがよくあるの
で、やろうとしていたことを終える前にやめてしまう  

ツ 今やっていることが気に入らなかったとしても、学校の勉強でよい成績をとるため
に一生懸命がんばる  

カ 授業の内容が難しいときは、やらずにあきらめるか簡単なところだけ勉強する 
エ 問題が退屈でつまらないときでも、それが終わるまでなんとかやり続けられるよう
に努力する 

 



小学校５年

中学校１年

中学校２年

0.281相関係数 0.267 相関係数 0.248相関係数

0.360相関係数 0.296 相関係数 0.264 相関係数

3.80
3.54

3.25 3.08

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

柔軟的方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.81
3.57

3.26 3.05

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

プランニング方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.62
3.40

3.10 2.92

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

作業方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

4.12
3.88

3.61 3.42

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

認知的方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.94
3.71

3.45 3.27

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

努力調整方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

4.28
4.01

3.71
3.43

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

主体的・対話的で深い学びの実施
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

0.246相関係数 0.249 相関係数 0.203相関係数

0.316相関係数 0.278 相関係数 0.236 相関係数

3.83 3.63
3.38

3.15

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

柔軟的方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.80 3.61
3.36 3.14

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

プランニング方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.72 3.57
3.32 3.17
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1.0
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3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

作業方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

4.09
3.87 3.63 3.47

0.0

1.0
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4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

認知的方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.83 3.64
3.41 3.22

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

努力調整方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

4.23 4.02
3.76

3.49

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

主体的・対話的で深い学びの実施
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

0.289相関係数 0.239 相関係数 0.190 相関係数

0.165相関係数0.211相関係数 0.214 相関係数

3.67 3.52
3.28

3.04
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3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

柔軟的方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.58 3.43 3.20
2.96

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

プランニング方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.56 3.46 3.27
3.03

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

作業方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.91 3.71 3.49 3.31

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

認知的方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

3.51 3.40 3.17 2.97

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

努力調整方略
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない

4.03 3.84
3.58

3.33

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

主体的・対話的で深い学びの実施
1.思う
2.どちらかといえば、思う
3.どちらかといえば、思わない
4.思わない
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相関係数 0.205 相関係数 0.232

相関係数 0.268 相関係数 0.251 相関係数 0.433

相関係数 0.203

3.71
3.38 3.18 3.06

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

柔軟的方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.74
3.38

3.13 2.96

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

プランニング方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.55
3.22

3.00 2.86

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

作業方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

4.06
3.70

3.44 3.29

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

認知的方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.89
3.52

3.29 3.15
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1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

努力調整方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

4.27
3.75

3.28
2.84
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1.0
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3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

主体的・対話的で深い学びの実施
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

相関係数 0.171 相関係数 0.175

相関係数 0.222 相関係数 0.201 相関係数 0.393

相関係数 0.169

3.73
3.47 3.35

3.07
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平

均

ス

コ

ア

柔軟的方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.71
3.44 3.31

3.05
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1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

プランニング方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.66
3.40 3.25 2.99
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2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

作業方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

4.00
3.70 3.52 3.37

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

認知的方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.76
3.46 3.29 3.09

0.0
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2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

努力調整方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

4.21
3.72

3.34
2.99

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

平

均

ス

コ

ア

主体的・対話的で深い学びの実施
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

相関係数 0.241 相関係数 0.213 相関係数 0.355

相関係数 0.202相関係数 0.197 相関係数 0.197
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柔軟的方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.54
3.26
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2.72
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プランニング方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.57
3.27
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作業方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.86
3.54

3.27
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認知的方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

3.51
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努力調整方略
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった
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3.16
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主体的・対話的で深い学びの実施
1.認めてくれた
2.どちらかといえば、認めてくれた
3.どちらかといえば、認めてくれなかった
4.認めてくれなかった

小学校５年

中学校１年

中学校２年
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相関係数 0.305 相関係数 0.298

相関係数 0.240 相関係数 0.231 相関係数 0.258

相関係数 0.319

4.05 3.90 3.87 3.72
3.44

3.02
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1.0

2.0

3.0

4.0
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平

均

ス

コ

ア

柔軟的方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.02 3.88 3.86 3.74
3.46

3.02

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
平

均

ス

コ

ア

プランニング方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

3.95 3.79 3.73 3.57
3.26

2.83
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1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
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均

ス

コ

ア

作業方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.21 4.07 4.10 4.01 3.82
3.49

0.0

1.0

2.0
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4.0
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ス

コ

ア

認知的方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

3.96 3.95 3.94 3.87 3.64
3.29
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1.0

2.0
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4.0
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均

ス

コ

ア

努力調整方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.26 4.25 4.24 4.15 3.95
3.57

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
平

均

ス

コ

ア

主体的・対話的で深い学びの実施
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

相関係数 0.356 相関係数 0.335

相関係数 0.270 相関係数 0.316 相関係数 0.259

相関係数 0.386

4.15 4.04 3.92 3.75
3.43

2.96
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2.0

3.0

4.0

5.0
平

均

ス

コ

ア

柔軟的方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.12 3.97 3.87 3.73
3.42

2.98

0.0
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4.0

5.0
平

均

ス

コ

ア

プランニング方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.16 4.03 3.89 3.68
3.33

2.84

0.0
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作業方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.21 4.11 4.07 3.98 3.76
3.41

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
平

均

ス

コ

ア

認知的方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.07 3.98 3.89 3.76
3.47

3.06

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
平

均

ス

コ

ア

努力調整方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない
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主体的・対話的で深い学びの実施
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

相関係数 0.284 相関係数 0.347 相関係数 0.285

相関係数 0.395相関係数 0.364 相関係数 0.345
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柔軟的方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

3.96 3.81 3.70 3.53 3.26
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プランニング方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない
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作業方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.10 4.02 3.92 3.78 3.62
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認知的方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

3.85 3.78 3.66 3.50
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努力調整方略
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

4.20 4.08 4.00 3.91 3.72
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主体的・対話的で深い学びの実施
1.４時間以上
2.３時間以上、４時間より少ない
3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない
5.１時間より少ない
6.全くしない

小学校５年

中学校１年

中学校２年



クロス分析の結果により、小学校５年生、中学１年生、中学2年生において、いずれ
の結果においても相関がみられた。

-Ⅶ-2４-

○５つの学習方略のうち、特に①柔軟的方略、②プランニング方略、④認知的
方略と「小５（16）中１（23）中２（16）自分には、よいところがあると思
いますか」との間に正の相関が見られた。
内的な自己評価が高いほど、自ら学習効果をより高めようとする意識や、自
分の学習を設計・調整し、理解を深めようとする傾向があると考えられる。

○５つの学習方略のうち、特に④認知的方略、⑤努力調整方略と「小５（40）
中１（47）中２（40）学校の先生たちは自分のよいところを認めてくれまし
たか」との間に正の相関が見られた。
外的な承認を感じているほど、「苦手」などの感情をコントロールし、努力
して学習する姿勢や、既習を想起したり自分の言葉で考えたりして理解を深め
ようとする傾向にあると考えられる。

○全ての学習方略と「小５（59）中１（66）中２（59）土曜日や日曜日など
学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。」との
間に正の相関が見られた。
休日の学習時間が長いほど、学習効果をより高めようとする意識も高い傾向
があると考えられる。また教員からの承認を感じているほど、努力して学習
する姿勢や、頭を働かせながら学習する態度が見られる傾向があると考えら
れる。

○主体的・対話的で深い学びの実施と「小５（16）中１（23）中２（16）自
分には、よいところがあると思いますか」「小５（40）中１（47）中２
（40）学校の先生たちは自分のよいところを認めてくれましたか」「小５
（59）中１（66）中２（59）土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当
たりどれくらいの時間、勉強をしますか。」の3つの項目との間に正の相関が
見られた。
学校での、自ら考え、対話し、理解を深める学びが、内的な自己評価や外的
な承認と関連すること、休日の学習時間とも関係することが示唆された。

小学校５年

中学校１年

中学校２年

分析協力：株式会社内田洋行

① 柔軟的方略 … 自分の状況に合わせて学習方法を柔軟に変更していく活動 
サ 勉強のやり方が、自分にあっているかどうかを考えながら勉強する  
イ 勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみる  
コ 勉強しているときに、やった内容を覚えているかどうかを確かめる  
セ 勉強する前に、これから何を勉強しなければならないかについて考える 
② プランニング方略 … 計画的に学習に取り組む活動 
ス 勉強するときは、最初に計画をたててからはじめる  
タ 勉強をしているときに、やっていることが正しくできているかどうかを確かめる  
チ 勉強するときは、自分で決めた計画に沿って行う 
ク 勉強しているとき、たまに止まって、一度やったところを見なおす 
③ 作業方略 … ノートに書く、声に出すといった、「作業」を中心に学習を進める活動 
ア 勉強するときは、参考書や事典などがすぐ使えるように準備しておく  
ソ 勉強する前に、勉強に必要な本などを用意してから勉強するようにしている  
シ 勉強していて大切だと思ったところは、言われなくてもノートにまとめる  
ト 勉強で大切なところは、繰り返して書いたりしておぼえる 
④ 認知的方略 … より自分の理解度を深めるような学習活動 
ケ 勉強するときは、内容を頭に思い浮かべながら考える  
テ 勉強をするときは、内容を自分の知っている言葉で理解するようにする  
ウ 勉強していてわからないことがあったら、先生にきく  
キ 新しいことを勉強するとき、今までに勉強したことと関係があるかどうかを考えな
がら勉強する 

⑤ 努力調整方略 … 「苦手」などの感情をコントロールして学習への意欲を高める活動 
オ 学校の勉強をしているとき、とてもめんどうでつまらないと思うことがよくあるの
で、やろうとしていたことを終える前にやめてしまう  

ツ 今やっていることが気に入らなかったとしても、学校の勉強でよい成績をとるため
に一生懸命がんばる  

カ 授業の内容が難しいときは、やらずにあきらめるか簡単なところだけ勉強する 
エ 問題が退屈でつまらないときでも、それが終わるまでなんとかやり続けられるよう
に努力する 
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